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い
が
や
は
り
海
を
見
、
ま
た
志
幾
地
方
の
眺
望
を
も
考

し
て
、
通
稽
『
日

す
も
の
と
見
る
か
ら
、

に
は
多
少
後
退
し
て
ゐ
た
だ
ら
う
と
は
い

下
山
』
(
標
高
四

0
0
メ
ー
ト
ル
)
を
主
峯
と
す
る
山
並
み
と
考
へ
た
方
が
よ

へ
、
さ
う
大
き

は
な
か
っ
た
も
の
と
思
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
草
香
江
な

い
と
思
ふ
。
く
り
返
す
が
、
他
の
い
か
な
る
山
も
道
も
こ
の
感

に
そ
ぐ
は

る
も
の
も
そ
の
一
部
で
、
難
波
入
海
の
中
の
生
駒
山
西
麓
に
片
寄
っ
た
水
面
の

な
い
乙
と
を
強
調
し
て
お
か
う
。
」
「
ク
サ
カ
山
は
決
し
て
生
駒
山
の
汎
稿
に

汎
稽
と
見
て
よ
い
と
思
っ
て
ゐ
る
の
で
、
東
西
の
幅
特
に
西
遺
を
、
氏
の
い
は

用
ゐ
ら
れ
る
ほ
ど
慶
大
な
山
と
考
へ
る
べ
き
も
の
で
な
い
乙
と
明
か
で
あ
ら

れ
る
水
走
町
に
は
限
定
出
来
な
い
様
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

同

で
は
雨

ぅ。」
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水
走
は
水
中
に
没
し
て
ゐ
る
)
。

思
ふ
に
水
定
は
玉
串
川
叉
は
思
地
川
が
川
ら

こ
の
お
説
に
つ
い
て
は
既
に
拙
文
中
に
批
評
し
て
あ
る
の
で
今
は
省
略
す

し
く
な
っ
て
来
た
頃
か
ら
の
も
の
で
、
玉
串
川
が
花
園
北
方
で
東
西
に
分
岐
し

る
。
只

葉

の
草
香
山
越
え
や
生
駒
山
越
え
の
諸
作
品
は
奈
良
・

閣
の

た
そ
の

、
今
の
思
地
川
の
西
寄
り
を
走
っ
て
ゐ
た
所
に

っ
た
村
が
古

公
道
上
に
於
け
る
作
品
で
、
遊
覧
や
ハ
イ
キ
ン
グ
の
結
果
出
衆
た
も
の
で
な
か

水
定
で
、
後
に
東
の
暗
峠
筋
に
分
村
し
た
村
が
町
水
定
で
、
水
定

味
は
軍

ら
う
、
と
い
ふ
貼
を
再
び
明
記
し
て

た
い
と
思
ふ
。

に
川
筋
の
意
味
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ら
う
と
私
は
解
回
押
し
て
ゐ
る
。
こ
の
川
筋
は

O
追
記
。
地
名
「
日
下
山
」
な
る
も
の
が
、
出
雲
井
町
の
枚
岡
紳
祉
方
面
に

近
頃
ま
で
歴
然
と
し
て

の
上
で
も
残
さ
れ
て
ゐ
た
。
乙
の
意
味
で
私
は
植

も
存
在
す
る
。
乙
れ
に

し
て
は
改
め
て
拙
稿
「
結
び
」
の
項
で
二
百
し
た

附
・
古
水
定
の
地
形
的
・
地
名
的
考
誼
よ
り
出
さ
れ
た
氏
の

良
港
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い
と
思
ふ
。

に
も
賛

を
表
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

B 

草
香
江
と
上
代
の
深
野
池

結

び

西
宮
氏
ま

と
上
代
の
深
野
池
と
を

せ
し
め
て
を
ら
れ
る
。
私
も

乙
の
馳
同
感
で
あ
る
。
尤
も
民
は
そ
の
南
北
の
限
界
を
南
は
枚
岡
市
池
島
町
の

西
宮
氏
が
注
意
貼
と
し
て
要
約
さ
れ
た
末
文
の
三
個
候
に
つ
い
て
も
こ
こ
に

南
端
、
北
は

川
市
南
ま
で
だ
ら
う
と
想
定
さ
れ
、
東
西
の
狭
い
所
は
植
附

私
感
を
述
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
思
ひ
の
外
に
長
女
に
な
っ
た
の
で

J
'
'

】、.。

、
ー
に
ふ
'
十

B
L
V

と
水
走
と
の
間

の
口

た
だ
乙
こ
に
一

に
見
立
て
て
を
ら
れ
る
ら
し
い
が

P
訂
、
私
は
拙

、

行
後
暗
峠
ぞ
ひ
に
「
日
下
山
」
の
あ
る
の
を
知
つ

朝
日
新
聞
附
録
〉
に
見
え
る

カf

の

い
入
海
の
扶
況
を
示

紙
志
料
に
枚
岡
一
脚
祉
の
吐
地
を
注
し
て

た
の
で
報
告
か
た
が
た
記
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
特
選
紳
名
牒
や
神

日
下
山
枚
岡
」
と
し
て
あ

に
出
し
て
あ
る
「
大
坂
府
下
洪
水
澱
川

(
明
治
一
八
年
九
月

「
日
下
の
直
越
」
説
に
謝
す
る
疑
貼

四
九



「
目
下
の
直

」
説
に
謝
す
る
疑
駐
数
保

五
O 

る
「
日
下
山
」
の
こ
と
で
あ
る
。
雨

は
共
に
明
治
初
年
に
提
出
さ
れ
た
府
の

既
に
見
て
来
た
様
に
、
主
と
し
て
奮
孔
舎
街
村
(
薄
日
根
市
村
)
大
字
「
日
下
」

取
調

を
基
に

纂
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、

乙
の
「
日
下
山
」
の
地
名
の
異

と
、
そ
の
背
後
の
「
通
稽
日
下
山
」
と
の
現
買
的
な
地
名
を

と
す
る
考
設

貫
性
に
は
先
づ
信
を

得
る
か
と
思
は
れ
る
し
、
な
ほ
且
っ
こ
の
方
面
が
西

か
ら
出
費
さ
れ
て
を
ら
れ
る
の
に
反
し
、
私
の
賢
日
下
説
は

道
の
交
通

宮
民
に
強
く
否
定
さ
れ
た
程
に
日
下
の
範
囲
ら
し
か
ら
ぬ
所
、
近
世
の

家

史
的
な
性
質
を

覗
し
た
、
い
は
ぱ
非
現
費
地
名
的
な
考
へ
方
(
氏
の

批
評

の
手
の
加
は
り
さ
う
で
な
い
所
に
属
す
る
貼
に
、
今
特
に

調
す
べ

あ

に
よ
れ
ば
「
空
想
に
よ
る
も
の
」

P
部
)
を
出
護
貼
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か

り
と
思
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
所
謂
復
古
地
名
的
な
ハ
ン
デ
ィ

ら
、
互
に
そ
の
到

し
Tこ

大
き
な
相
違
の
生
じ
た
の
は
止
む
を
得
な
い

キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
て
ゐ
な
い
貼
に
。

乙
と
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
。
が
個
々
の
資
料
の

は
現
地
に
於
け
る
考
察

結
局
、
生
駒
山
の
西
麓
枚
岡
市
の
北
端
と
南
端
に
近
い
南
方
面
に
三
個
の

の
結
果
が
、
以
上
疑
酷
敷
僚
と
し
て
披

し
た
如
く
に
大
き
く
相
反
す
る
も
の

「
日
下
山
」
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ど
ち
ら
も
上
代
の
「
日
下
」
の
痕

に
な
る
と
は
、
私
の

想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
乙
の
貼
た
だ
私

跡
を
留
め
る
地
名

或
は
そ
の
可
能
性
を
暗
示
す
る
地
名
だ
と
認
め
得
る
な

の
不
敏
さ
を

し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ら
う
が
、
今
後
の
好
機
に
於
い
て
氏

ら
、
上
代
の
日
下
は
今
の
枚
岡
市
日
下
町
附
近
だ
け
で
は
な
く
も
っ
と
慶
大
な

の
御
批
正
を

り
得
る
な
ら
ば
こ
れ
に
過
ぎ
る
幸
は
な
い
と
思
ふ
。

も
の
で
あ
っ
た
、
従
っ
て
上
代
の
「
日
下
山
」
も
賢
く
生
駒
山
の
別
名
で
あ
っ

(
三
八
、

一
一、-'

た
と
見
て
も
よ
い
、
と
の

へ
ら
れ
た
と
し
て
も
あ
な
が
ち
に
飛
躍
し

Tこ

で
は
な
い
と
思
ふ
。
さ
う
す
る
と
そ
の
地
を
横
断
す
る
暗
峠
路
が
大
和

注

本

tこ

し
て
は
、
次
頁
掲

の
地

を
参
照
下
さ
ら
ば
幸
ひ
で
あ
る
。

と
を
結
ぶ
最
も
無
理
の
な
い
平
凡
な
交
通
路
で
あ
り
素
直
な
公
道
で
あ

る
限
り
、
首
然
「
日
下
之
直
越
」
も
そ
れ
に
あ
て
は
め
ら
れ
て
よ
い
の
で
な
か

ら
う
か
、
と
こ
の
様
に
思
は
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

O 

最
後
に
申
し
上
げ
た
い
。
西
宮
民
の
「
日
下
之
直
越
」
論
即
ち
狭
日
下
説
が
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五
二

葉

片

々

で
あ
る
。

次
に
「
門
氏
石
足
」
は

四
、
五
六
八
番
左
注
に
「
門
部
連
石
足
」

と
見
え
る
人
で
あ
る
こ
と
諸
注
に
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

筑
前
守
憶
良
の
同
降
、
・
下

筑
前
日
「
田
氏
異
上
」
に
つ
い
て
は
、

人
物
俸
に
、

井

(
前
略
)

紀
に
、
天
平
十
四
年
庚
申
、
外
従
五
位
下
田
中
朝
臣
三
上
局
ユ

村

哲

夫

日目

守
二
と
あ
る
、
と
の
一
二
上
を
、
異
上
と
も
云
る
に
て
、
此
人
な
る
べ

良
大
夫
の

I乙
は

き
か

(
精
文
館
八
・
一

二
七
頁
)

目介

田佐
民民
農子
上・首

附|
嫁

寛|
「門
人・氏
」石
と足
誤
る

と
言
う
が

じ
ら
れ
な
い
。

•• 

(
右
に
天
平
十
四
年
紀
と
言
う
の
は
十
年
の
誤
り

で
あ
る
。
)
も
し
、
三
上
だ
と
す
れ
ば
、
「
天
平
四
頃
、
大
宰
府
少
監
、
正
六
上

が
居
た
乙
と
が
、

五
・
梅
花
宴
歌
の
作
者
注
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

と
し
て
下
任
す
る
途
中
、
従
三
人
と
と
も
に

を
通
過
し
た
(
大
日
本
古

「
佐
氏
子
首
」
に
つ
い
て
は
、
略
解
に
「
佐
伯
氏
也
」
と

っ
た
が
、
諸
注
疑

文

二
・
山
)
」
(
日
本
古
代
人
名

典
「
田
中
朝
臣
三
上
」
の
項
)
と
い
う
人

い
を
示
す
向
き
が
あ
る
。
然
し
乙
れ
は
、
日
本
古
代
人
名
辞
典
「
佐
伯
直
子
首
」

で
あ
る
か
ら
、
天
平
三
年
昔
時
筑
前
目
(
従
八
位
下
相
官
)
と
し
て
あ
り
、
同

の
項
に

げ
る
よ
う
に
、
天
平
三
年
四
月
三
日
の
日
付
あ
る
筑
前
園
司
牒
(
「
大

四
年
頃
正
六
位
上
大
宰
府
少
監
と
し
て
筑
紫
に
下
任
す
る
と
い
う
の
も
、

日
本
古
文
書
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
五
、
内
閣

所

大
寺
文

」一、

に
早
い

叙
と
あ
わ
た
だ
し
い
遷
任
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

三
三
五

に、

ヱ
ハ
カ

)

(

五

カ

)

(

直

カ

)

正
三
位
上
行
介
勲
?
等
佐
伯
異
子
首

(
村
主
カ
)

史
生
大
初
位
上
白
鳥
口
口

一

と
こ
ろ
で
乙
乙
に
、
「
大
日
本
古
文

年
文
書
」
二
・
四
七
一

に
牧
め

る
諸
陵
寮
解
に

る
「
団
連
史
員
上
」
と
い
う
人
が
あ
っ
て
、
天
平
十
七

年
十
月
頃
諸
陵
寮
大
允
従
六
位
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
天
平
二
年
昔
時
筑

と
見
え
て
い
る
人
で
あ
る
。
氏
は
佐
伯
氏
で
略
解
説
適
中
し
、
姓
は
直
、
正
六

前
目
田

上
は
此
の
人
で
は
な
い
か
。
位
階
昇
叙
の
黙
で
も
こ
れ
な
ら
ば
う

位
上
勲
五
等
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

な
づ
け
よ
う
。
念
の
矯
、
日
本
古
代
人
名
辞
典
に
首
っ
た
が
、

乙
の
人
を
梅
花

尚
、
右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
史
生
に
「
白
鳥
某
」
が
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

宴
作
者
団

上
に
結
び
付
け
て
い
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
私
の
さ
さ



や
か
な
義
見
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
因
に
、
乙
の

良
の
下
僚
田
遺
史
異
上
が
、

か
の
「
回
連
史

乙
'Au

、

味
を
引
か
れ
な

麻
呂
」
と
同
族
で
あ
る
と
い

い
で
は
居
ら
れ
な
い
。

憶
良
筑
紫
赴
任
雷
時
の
大
宰
大
誌
に
は
、
多
治
比
異
人
鯨
守
が
あ
っ
た
が
、

天
平
元
年
中
に
民

に
遷
任
し
、

と
し
て
「

(
五
・

そ
の

で
卒
し
た
と
あ
る
。
大
武
と
し
て
の
在

年
限
が
永
過
ぎ
る
が
、
特
別
事

情
も
あ
る
か
ら
一
概
に
は
疑
へ
な
い
。
天
平
五
年
十
月
に
旅
人

は
大
宰

帥
を

め
、
藤
原
武
智
麻
呂
が
就
任
し
た
が
、
武
智
麻
呂
は
透
任
な
の
で

師
叫
に
経

の
あ
る
男
人
を
大
誌
に
再
任
せ
し
め
た
と
、
考
へ
ら
れ
ぬ
と
と

も
な
い
。

八
一
五
番
作
者
)
を
迎
え
た
。
乙
の

た
れ
で
あ
る
の
か
従
来
不
明
と
さ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
連
績
し
て
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
左

れ
て
き
た
。

I乙

に
、
男
人
と
、
小
野
老
と
の

の
一
部
を
上
下
封
照
し
て
示
そ
う
。
男
人
が

紀
の
卿
は
何
人
か
不
明
。
前
著
に
紀
の
男
人
か
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
男

い
っ
た
ん
遷
任
上
京
し
、
老
が
大
誌
に

り
、
老
の
死
後
ふ
た
た
び
男
人
が
大

人
は
天
平
十
年
に
大
宰
の
大
試
で
卒
し
て
い
る
か
ら
男
人
で
は
な
い
ら
し

試
と
し
て
赴
き
、
そ
の
ま
〉
任
地
で
卒
し
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

し、。

と
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
臼
本
古
代
人
名
辞
典
の
「
紀
朝
臣
男
人
」
の
項
に
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
天
平
三
年
三
月
刑
日
の
目
付
あ
る
「
大
宰
府
牒
」
(
「
大
日
本

古
文

十
八
、
東
大
寺
文

之
五
、
内
閣
文

寺
文
書
」

家
わ
け

『
に
「
従
四
位
上
行
大
武
紀
朝
臣
男
人
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、

い
も
な
く
紀
男
人
と
決
定
さ
れ
る
。

三
三
六

の
男
人
卒
の
記

に
「
大
宰
大
武
」
と
あ
る
の

甲

で
、
大
誌
と
し
て
の
在

長
す
ぎ
る
と
い
う
疑
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
大
宰
府
牒
の

は
も
は
や
疑
い
を
容
れ
な
い
。
そ
こ
で
男
人
の
場

合
、
大
試
再
任
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
す
で
に
金
子
氏
評
轄
に

こ
の
紀

を
俣
に
紀
男
人
と
す
る
と
、

天
平
十
年
十
月
の
僚
に
大

片

々

神

5
・H
一

一

大

試

(

蕗

葉

六

・

九

五

八

)

天
平

1
・
3
一

一

授

従

五

位

上

(

掴

紀

)

2
・
1
一
大
武
(
五
・
八
一
五
)
一
小
高
(
高
葉
五
・
八
二
ハ
)

3
・1
一
授
従
四
位
上
(
絡
紀
)
一
授
正
五
位
下
(
績
紀
)

3
・
3
一
従
四
位
上
行
大
武
(
大
宰
府
牒
)
一

5
・
3

授
正
五
位
上
績
紀
)

授
従
四
位
下
績
紀
)

大
武
(
績
紀
。
天
平

丙
成
傑
)

男

人

老

P
0
・
唱

i

7 9 8 

6 1 
正授
四正
位四
下位
行下
右(

大
解
楽
)芝竺
赴早
抄く)

卒

大
JtC 

、-'

9
・
7
一
右
大
解
。
武
智

勅
使
と
な
る
。

五
三

費

6
・2



黄

葉

片

々

五
四

m-m一
卒

。

大

武

)

叩
・
日
一
骨
送
使
上
京
(
周
防
園
正
税
帳
)

(
以
上
「
日
本
古
代
人
名
辞
典
」
に
よ
り
出
典

任
と
し
て

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
天
平
九
年
六
月
卒
し
た
。

、ー

そ
の
後
任
と
し
て
、
男
人
が
再
び
赴
任
し
た
が
、
ま
も
な
く
天
平
十
年
十
月
卒

認

し
た
。

即
ち
、
男
人
が
天
平
二
・
三
年
前
後
大
誌
と
し
て
大
宰
府
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

右
の
よ
う
に
、
老
と
交
互
し
て
再
任
し
た
の
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
乙
れ
は
す

天
平
三
年
の
日
付
あ
る
大
宰
府

に
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
旅
人
邸
の
梅

で
に
土
屋
文
明
氏
の
別
案
が
的
ぞ
射
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
即
ち

花
宴
に
も
列
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
平
十
年
十
月
卒
の
時
大

l乙
あ

大
武
紀

と
い
ふ
の
は
明
か
で
な
い
。
乙
の
大
高
は
前
述
丹
比
鯨
守
遷
任

っ
て
筑
紫
に
あ
っ
た

と
、
骨
送
使
上
京

す
る

正

の
後
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
太
宰
大
武
紀
男
人
は
懐
風

に
三

に
よ
っ
て
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
平
九
年
頃
は
、
右
大
排
と
し
て
在

首
を
載
せ
る
人
で
あ
り
(
吉
野
の
作
二
首
前
述
)
天
平
十
年
大
誌
と
し
て

京
し
て
居
り
、
武
智
麻
自
第
に

く
勅
使
に
も
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
老
に
つ

卒
し
た
人
で
あ
る
が
、
之
は
同
じ
九
年
に
任
地
で
卒
し
た
大
貫
小
野
老
の

い
て
見
る
と
、
紳

五
年
冬
十
一
月
作
と
見
ら
れ
る
高
葉
六
・
九
五
八
番

後
任
で
あ
ら
う
か
ら
此
の
時
の
大
武
と
は
直
に
定
め

し、。

に
「
大
高
」
と
あ
る
が
、
官
位
の
上
か
ら
も
疑
問
が
あ
り
、
金
子
氏
評

lま

と
は
言
わ
れ
な
が
ら
も
、

ー
て

「
そ
の

を
以
て

げ
た
も
の
だ
」
と
し
、
諸
注
多
く
同
説
で
あ
る
。

後
に

但
し
位
も
丁
度
従
四
位
下
で
老
の
従
五
位
上
よ
り
は
高
く
、
大
司
に
相
首

大
高
と
な
っ
て
い
た
記
憶
か
ら
、

つ
い
大
誌
と
記
し
れ
卜

の
錯
魔
か
も
し
れ

す
る
か
ら
先
づ
此
の
時
も
大
買
で
あ
っ
て
更
に
老
の
後
に
も
任
ぜ
ら
れ
た

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

乙
れ
は

五
年
嘗
時
大
誌
で
あ
っ
た
謹
擦
に
は
な

と
考
へ
て
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。
(
「
旅
人
と

良
I 

一O
八
頁
)

ら
な
い
。
ま
た
、
天
平
二
年
少
誌
で
あ
っ
て
、
大
武
紀
男
人
の
下
に
あ
り
、
梅

と
い
う
別
案
を
示
し
て
居
ら
れ
る
。
こ
こ
に
大
試
相
官
が
従
四
位
下
で
あ
る
よ

花
宴
に
列
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
平
七

i
九
年
に
大
誌
で

う
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
嘗
時
は
正
五
位
上
相
官
で
あ
り
、
延

二
十
五
年
二

あ
っ
た
こ
と
も
績
紀
に
よ
っ
て

か
め
ら
れ
る
。
紀
男
人
が
多
治

天
平

月
十
三
日
格
に
よ
り
以
後
従
四
位
下
官
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

(
官
位
令

一

任
上
京
の
後
、
大
武
と
し
て
赴
任
し
、
約
五
年
間
勤
め
て
踊
京
し
た
と

解
)
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、

乙
の
別
案
が
首
っ
て
い
る
こ
と
を

か
め
て

く

椴
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
天
平
五
年
頃
の
こ
と
と
な
る
。
老
は
天
平
五
年
三
月
に

の
で
あ
る
。

大
武
相
嘗
の
正
五
位
上
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
乙
の
年
頃
に
男
人
の
後



告

と
で
す
が
、

乙
の
あ
た
り
は
、
高
取
か
ら
龍
門
に
つ
づ
く
分
水
嶺
で
、
西
か
ら

芋
峠
、
龍
在
峠
、
細
峠
と
い
く
つ
も
峠
が
な
ら
び
、
天
武
紀
の
記

の
よ
う
に

五
月
二
十
四
日
、

五
十
一
一
抗
議
告
の
と
お
り
、
芋
峠
越
え

一
日
旅
行
を

島
ノ
圧
へ
泊
っ
て
、
翌
日
吉
野
へ
越
え
だ
と
す
る
と
、

乙
の
漫
が
一
番
近
道
に

行
な
い
ま
し
た
。

な
る
わ
け
で
す
。

告
に
「

方
面
か
ら
の
方
は
、
上
六
輩
九
時
二

O
分
の
急
行
が
便
利
」

峠
で

を
す
ま
せ
、
吉
野
川
に
く
だ
り
始
め
る
乙
ろ
か
ら
、
だ
ん

と

い
た
の
で
す
が
、
買
は
、

ζ

の
電
車
、

八
木
着
九
時
五

O
分
、
栢
ノ
森
行

行
き
が
あ
や
し
く
な
っ
て
き
て
、
千
股
に
つ
く
ま
で
に
は
か
な
り
の
降
り
に
な

き
の
パ
ス
の
護

ま
で
に
五
分
の

し
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
五
分
の
聞
に

り
、
防
水
の
き
い
た
ヤ
ツ
チ
で
完
全
武
装
と
い
う
用

の
よ
い
人
は
別
と
し
て

ホ
ー
ム
か
ら
パ
ス
の
護
着
所
ま
で
急
が
せ
た
わ
け
で
、
大
阪
方
面
の
方
に
は
大

ビ
ニ
ー
ル
の
風
呂
敷
な
ど
を
か
ぶ
り
な
が
ら
「
聞
な
く
ぞ
雨
は
降
り
け
る
」
と

費
迷

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

t乙
恐

の
至
り
で
す
。

い
う
天
武
の
御
製
を
味
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、

と
に
か
く
、
集
ま
る
も
の
六

O
徐
人
。

一
l乙
は

り
切
れ
ま

千
股
は
、
大
和
志
の
説
に
よ
る
と
、

せ
ん
の
で
、
も
う
一
重
臨
時
パ
ス
を
出
し
て
も
ら
い
、
岡
寺

、
島
ノ
臣
、

宇
治
間
山
朝

し
旅
に
し
て
衣
か
す
べ
き
妹
も
あ
ら
な
く
に

淵
を
経
て
相
ノ
森
に
つ
き
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
で
追
い
つ
か
れ
た
方
も
加
え
て

(
1
・
七
五

長
屋
王
)

栢
ノ
森
か
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
が
、

日
の
雨
に
洗
わ
れ
た
異
白
な
卯
の
花
が

の
宇
治
闘
で
す
が
、
今
日
は
辛
く
も
わ
が
身
を
守
る
の
み
で
、

「
雨
ふ
り
し
き

道

に
咲
き
盛
っ
て
い
て
、
自
に
泌
み
る
よ
う
で
す
。

一「

白

重
み
う
ら
ぷ
る

る
旅
に
し
て
妹
に
か
す
べ
き
傘
も
あ
ら
な
く
に
」

の
有
様
で
す
。

る
」
山
ち
さ
の
白
い
祐
も
と
こ
ろ
ど
と
ろ
に
見
ら
れ
ま
す
。

さ
は
さ
ほ
ど
で

そ
れ
で
も
、
幸
い
、
千
股
を
過
ぎ
る
乙
ろ
か
ら
、
次
第
に
雨
も
上
り
、

二
時

も
な
い
の
で
す
が
、
飛
鳥
川
の

を
遡
っ
て
登
り
つ
め
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ

す
ぎ
上
市
に
つ
き
ま
し
た
。
上
市
か
ら
パ
ス
で
宮

J¥ 。

の

宮
跡
と
小

か
り
汗
で
す
。
子
ど
も
づ
れ
の
曾
員
の
中
に
は
、
道
ば
た
の
高
を

ん
で
の
ど

撃
校
で
出
土
品
な
ど
を
見

し
ま
し
た
。

乙
ζ

は
先
年
の
伊

台
風
の
と
き

を
う
る
お
す
な
ど
、
和
策
あ
い
あ
い
の
道
中
で
し
た
。

大
き
な
被

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
封
岸
へ
わ
た
る

と
共
に
流
さ
れ
た
蔦
葉

芋
峠
の

道
へ
か
か
る
分
岐
鮎
で
一

入
れ
て
、
新
道
を
し
ば
ら
く
登
る
と

歌
碑
が
校
門
の
傍
ら
に
立
派
に
再

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

峠
で
す
。
道
路
工

の
現
場
の
人
の
話
で
は
「

い
芋
峠
と
は

う
」
と
の
こ

三
船
の
山
ゃ
、
夢
の
わ
だ
な
ど
を
背
景
に
思
い
思
い
の
記
念
撮

な
ど
し
て

五
五



五
六

一
慮
解
散
、
大
半
は
パ
ス
で
上
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

一
部
は
、

さ
ら
に
、

料
研
究
費
表
合
同
(
曾

右
に
同
じ
)

佐
谷
に
入
り

木
宮
ま
で
行
き
ま
し
た
。
清
澄
な
水
の
流
れ
と
静
寂
な
木
立
の

〔
日
時
〕

十
月
二
十
五
日

(
日
)

九
時
半
|
三
時
半

中
で

。

同
見

旅
行
(
道
後

泉
、
伊
佐
爾
波
岡
、
熟
田
津
、
子

蹟
等
)

み
吉
野
の
象
山
の
聞
の
木
末
に
は
こ
こ
だ
も
さ
わ
く
烏
の
聾
か
も

，....， 

二
十
六
日

(
月
)
午
前
九
時
、
愛
媛
大

正
門
前
、
旅
程
全
路

(
6
・
九
二
四

赤
人
)

パ
ス
使
用
(
約
四
時
間
)

の
境
地
は
こ
う
も
あ
っ
た
ろ
う
か
と
、
「
背
見
し
象
の
小
川
」
が
「
い
よ
よ
さ
や

パ
ス
代
一

O
O

は
二
十
四
日
に
曾
場
入
口
で
受
付
け
ま
す
。
代
金
納

け
く
な
り
に
け
る
」

を
深
く
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
喜
佐
谷
を

っ
て
吉

山

入
の
方
を
参
加
者
と
致
し
ま
す
。

へ
出
た
い
思
い
を
お
さ
え
な
が
ら
、

一
時
間
後
の
パ
ス
で
踊
途
に
つ
き
ま
し
た

伺
懇

(
曾
場
は
左
記

の
う
ち
「
に
ぎ
た
つ
荘
」
)

(
嫁
矢
記
)

〔
日
時
〕

十
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
五
時
半
か
ら

告

曾
費
七

0
0

は

演
曾
曾
場
入
口
で
昔
日
受
付
け
ま
す
。

門

付

】

昭
和
三
十
九
年
度

金

大

(
十
月
二
十
四
日
|
二
十
六
日
)

)
 
--A 
(
 

希
望
の
方
は
左
記
い
ず
れ
か
へ
直
接
お
問
合
せ
の
上
、
諾
否
の
返

付

演
(
曾
場
・
愛
媛
大
挙
東
第
五

事
を
貰
っ
て
か
ら
、
住
所
、
宿
泊
目
、
宿
泊

一
日
の
食

の
要
、
不

(南
。荘
は

。百
曾。
員。)
)を

〔
日
時
〕

十
月
二
十
四
日

(
土
)
午
後
一
時
i
四
時
半

な
ど
を
記
し
、
強
約
金
(
に
ぎ
た
つ
躍
は

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
申
込
の

よ
り
古
今
へ

大
阪
市
立
大
準
教
授

文
壇
博
士

島

之

民

と
御
記
入
下
さ
い
。

高

の
ζ

乙
ろ

京
都
大
準
名
春
教
授

文
準
博
士

津

潟

久

孝

民

ωに
ぎ
に
つ
荘
(
公
立

員
共
憐
組
合
松
山
宿
泊
所
)
松
山
市
持

ス
ラ
イ
ド
〈
松
山
市
を
中
心
と
し
た
文
事
碑
〉

ー

制

作

・

愛

媛

松

山

南

高

間

学

校

|

田
町

(
@
1
一
一
六
八
三
宿
泊
料
二
食
一
泊
七
百
九
拾

M
W
泉
南
荘

家
f;¥. 
.L>， 

共
演
組
合
松
山
宿
泊
所
)
松
山
市
道
後
岩
崎
町

愛
媛
大
事
教
授

武

智

雅

一
民

一
丁
目
(
②
l
ニ
九
三
四
)
、
宿
泊
料
二
食
一
泊
八
百
参
拾
問
。

'
』

J
】

み
'
'
J
I

・



し

七

百

の

部

も

少

々

あ

り

ま

す

。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
お
雨
宿
舎
と
も
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
つ
き
、
出
来
る

rけ
早
く
二
約
し
て
欲

、
、
、
、
、
、
、
、

し
い
と
の
乙
と
で
す
。
六
昼
一
室
一
二
人
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
お
知
合
一
二

小
島
憲
之
著
(
限
定
版
)
A
5
判

ム
代
日
平
交
壊
と
申

ー
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
皐
的
考
察

l

上
巻
(
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
)
七
二
二

0
0

中

巻

(

高

葉

集

)

五

、

五

0
0

上
巻
残
部
僅
少
、
待
望
の
中
巻
好
評

人
御
一
緒
に
申
込
ま
れ
た
方
が
都
合
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。

ω第
一
、
二
日
曾
場
(
愛
媛
大
事
「

五
番
教
室
」
)
へ
の
主
要
交
通
機

(イ)
岡

前
か
ら
の

中
ノ

「
松
山
」

t 、
Eコ

市

。
城
北
線
(
道
後
温
泉
行
)
日
赤
前
下
車
北
へ
一
二
分

A
5
判
上
製

風

土

大

久

保

正

著

A
5
判
上
製

高

山

市

停

統

田

遺

幸

雄

著

A
5
判
上
製

初
期
苦
闘
の
世
界

久

米

常

民

著

A
5
判
上
製

品

莱

集

諦

詠

歌

伊

藤

博

著

塙

選

品

一
宋
集
相
聞
の
世
界

幸

雄

著

塙

選

在

￥
 

五
六

O

孝
著

犬

養

@
城
南
線
(
道
後
温
泉
行
)
上
一
高
下
車
、
西
北
へ
約
十
分

M
W
船
で
高
潰
港
上
陸
の
場
合

￥ 

六
七

O

高
潰

こ
ま
ち

寧
に
乗
り
、
古
町

か
ら

下
車
、
城

「
道
後
温
泉
行
」

七
七

O

に
乗
替
え
、
日
赤
前
下
車

名

￥ 

ω懇
親
曾
御
出
席
の
方
、
見
事
旅
行
御
参
加
の
万
は
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
九
月
末
日
ま
で
に
左
記
へ
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
願
い
ま
す

の

￥
一
、
七

0
0

葉

(
そ
の
他
何
か
と
お
問
合
せ
の
万
も
)

￥ 

四

O
O

松
山
市
文
京
町
、
愛
媛
大
事
文
理
事

語
同
文
研
究
室

武

田
遅

￥ 

四

O
O

智

雅

_. 

研
究
麓

佐
竹
昭
広

木
下
正
俊
共
著

小
島
憲
之

￥
八
二

O

は
、
要
旨
四
百
字
を
添
え
て
、
八
月
三
十
日
ま
で
に
本
部

ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
な
お
遊
表
時

は
一
人
一
二

O
分
で
す
。

目

曇

11 

五
七
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(
頁
行
)

四
七

5

四
八

2

~ 

6 

~ 

15 

四
九

1

五
O
5

~ 

15 

五
一

1

五
ニ
1

第
五
十
一
瞬
「
翻
刻
」
に
次
の
や
う
な
落

r誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

五
八

つ
つ
し
ん
で
訂
正
致
し
ま
す
。

五
八
頁
凶
行
の
あ
と
に
、
次
の
部
分
を
補
ふ
。

(
誤
)

頚C阿
著Z
之児

上
に
つ
け

テ
タ
ヅ
サ

手
携
ハ
り
て

稲3
木キ

前
記

費民
の
女

そ
の
轡

ス

、

キ

者
回
矯
々
寸
、

ホ
ユ
ハ
ナ
イ
4
T
ソ
ト

穂
庭
莫
出
、

オ
モ
ヒ
タ
ル

思
而
有
、

情
者
所
知
、

我と

ヨ
リ
ナ
ム衣、

t
a勾砂
a

い
へ
り
、

穏
に
出
と
い
は
ん
料
の
護
語
な
り
、

ハ
ダ

は
た
す
L
き
ハ
、
皮
こ
も
れ
る

ぞ
と
、
師

に
の
ほ
な
ど
い
ふ
穏
に
て
、
あ
ら
は
る
L
色
を
い
ふ

ま
¥
、

l
ノ

、

ほ
の

也

己
が
色
に
は
、

ハ
さ
じ
と
ハ
す
れ
ど
、
情
は
翁
に
よ
れ
り
し
を
、
知
れ
り
ゃ
、

と
い
ふ

(
正
)

A
U
コU

A

同口

a
ヨロ

別
記

~ 

8 

頚5阿
玄 ヅ 1 

2シ該
ι 児

是
よ
り
は
前
に

是
よ
り
は
別
に

五一二

1

前
な
る
を

別
な
る
を

~ 

4 

手3上
携1t乙
りハっ
てけ

」

10 

事事

情

韓1
帯主

~ ~ 

14 

還
見
つ
¥，、

選
見
つ
〉
、

稲1
寸キ

三
の
巻
の
前
記

五
四

M

一・
一の
巻
の
別
記

賓;別
ヲ記

ハ
シ
キ
愛
や
し
に
て
、
そ
ハ

パ
シ
キ
愛
や
し
に
て
、
愛
ハ

五
五

9

目IJ

紀

12 

別

記

~ 

民
の
女

五
六

2

聞
ず
し
て

聞
ず
て

つ
ま
轡

木
苑

~ 

6 

木
苑

h 
d 、

五
八

9

其

千
々

~ 

17 

寝

牒

五
九

2

前
l

記

別

記

~ 

に
ほ
ひ
て
は

に
ほ
ひ
は

3 

~ 

ハ

ル

ノ

又

ノ

春
之
野
乃

-
春
之
野
乃

4 

(五
を
鵠
冊
以
)

~ 

い
は
ん
序
也

い
は
ん
料
の
序
也

4 

~ 

10 

紳
主
助
備

御
主
助
傭



f表

吉
井

民
の
「
崇
紳
・
重
仁
の
王
朝
」
、
奥

治
氏
の

7
日
下
の
直
越
H

説
に
封
す
る
疑
貼
数
陳
」
の
二

、
こ
れ
に
加
へ
℃
、
井
村
荷
夫
氏
の
「
筑
前

守
憶
良
の

8

黄

片
々
'
と
し
て
、
本
強
を
一
品
ん
だ
。
高

-
下
僚
」
を
、

そ
の
も
の
に
取
り
組
ん
だ
力
作
を
、
も
う
一
つ
ぜ
ひ
牧
め
た
い
と
思
っ
た

け
れ
ど
も
、
適
首
な
も
の
な
く
、
涙
ぞ
呑
ん
だ
。

吉
井
民
の
論
文
は
、

四
百
字
詰
百
枚
に
達
せ
ん
と
す
る
長
編
で
あ
る
。

高

」
誌
上
、
記
紀
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
論
文
は
、

こ
れ
が
最
初
で
な
い
か

と
思
ふ
。

ひ
と
り
闘
文
副
学
者
ば
か
り
で
な
く
、
史
家
か
ら
も
高
討
の
あ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
奥
野
民
の
論
は
、
本
誌
四
十
九
暁
西
宵
論
に
封
す
る
反
論
で
あ

る
。
こ
の

に
つ
い
て
は
、

西
宮
氏
に
さ
ら
に
意
見
が
あ
っ
た
が
、

門
部
し
」

し
て
は
、
西
宮

と
奥
野

的
な
限
の
前
に
提
供
す
る
に

者
の
客

と
を
、

と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。

五
月
の
寓
葉
一
日
旅
行
は
、

「
報
告
」
に
書
か
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
光
に
も

雨
に
も
恵
ま
れ
て
、
無
事
終
了
し
た
。
ま
た
愛
媛
大
事
武
智

一
教
按
か
ら
、

十
月
の
全
闘
大
曾
に
闘
す
る
詳
細
な
案
内
が
寄
せ
ら
れ
、

「
議
告
」

に
掲
げ

た
。
講
演
・
研
究
費
表
・
研
究
旅
行
と
も
ど
も
に
、
充
賞
し
た
内
容
で
あ
り
た

く
、
曾

の
御
協
力
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
(
伊
藤

博

一
、
本
曾
は
寓
葉
躍
曾
と
稿
ず
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
曾
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
闘
誌
と
し
て
季
刊
「
高
葉
」

を
護
行
す
る
。

一
、
本
曾
は
随
時
、
高
葉
に
闘
す
る
見
事
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
設
表
曾
、
講
習
曾
、
講
演
曾

固
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
ふ
。

一
、
曾
員
は
、
年
額
六
百
固
の
曾
費
(
誌
代
を
合
ひ
)

を
年
度
内
に
納
入
す
る
。

一
、
本
合
同
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

開
西
大
翠
文
部
岡
文
皐
研
究
室
内

に
お
い
て
行
ふ
。

昭
和
一
二
十
九
年
七
月
二
十
二
日
印
刷

昭
和
一
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
護
行一
五

O

費
行輯

者兼文大
皐阪
部府
高岡吹
文田
.市

査研千
振'…究里

空 室山

里事内閲
九西

E曾毒

右
代
表
者

浬

孝

京
都
市
南
東
九
傑
西
岩
本
町

印

刷

者

大

賓

印

刷

且

曾

祉

働
一
九
一
一
三
七
一

石

井

太

郎

代
表
者



昭和一一
一
十
九
年
七
月
二
十
五
日
寝
行

葉


